
五
、
イ
ギ
リ
ス
交
学
と
ハ
レ
ー
彗
星

　
　
　
ω
　
イ
ギ
リ
ス
の
文
豪
と
ハ
レ
ー
彗
星

　
『
キ
ャ
ン
タ
ベ
リ
物
語
』
の
作
者
ジ
ョ
フ
リ
・
チ
ョ
ー
サ
ー
は
、
二
二
七
三
年
ハ
レ
ー
彗
星
の

現
わ
れ
た
時
は
、
三
十
三
歳
と
い
う
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
。

　
沙
翁
が
、
一
六
〇
七
年
、
四
十
三
歳
と
い
う
働
き
盛
り
に
、
四
大
悲
劇
の
一
つ
『
リ
ア
王
』
上

演
の
登
録
が
な
さ
れ
た
時
、
ハ
レ
ー
彗
星
が
地
球
上
か
ら
見
え
た
と
い
う
。

　
『
失
楽
園
』
の
作
者
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン
は
一
六
〇
八
年
の
生
れ
だ
か
ら
前
記
彗
星
の
現
わ
れ

た
翌
年
で
あ
っ
た
。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
田
園
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
は
前
記
一
七
五
九
年
の
生
れ
だ
が
、
当

歳
だ
っ
た
の
で
彼
の
眼
に
は
入
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
バ
ー
ン
ズ
同
様
、
詩
人
と
し
て
、
ま
た
歴
史
小
説
家
と
し
て
国
民
の
ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
サ
ー
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
は
一
七
七
一
年
に
生
れ
、
一
八
三
二
年
に
残
し
て
い
る
の
で
、
一
七
五
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九
年
は
勿
論
、
ハ
レ
ー
彗
星
は
見
れ
な
か
っ
た
し
、
次
の
機
会
一
八
三
五
年
は
彼
の
死
後
三
年
目

だ
っ
た
の
で
駄
目
だ
っ
た
。

　
十
九
世
紀
の
桂
冠
詩
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
自
然
を
最
も
愛
好
し
た
詩
人
と
し
て

わ
が
国
で
も
国
木
田
独
歩
や
島
崎
藤
村
等
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
一
七
七
〇
年
に
生
れ
て
、

一
八
五
〇
年
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
一
八
三
五
年
、
彼
の
六
十
五
歳
の
と
き
ハ
レ
ー
彗
星
を
見

る
こ
と
が
出
来
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
と
同
時
代
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
・
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス

よ
り
一
年
後
、
一
七
七
一
年
の
生
れ
だ
が
、
一
八
三
四
年
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
翌
年
に
出

現
し
た
こ
の
彗
星
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
熱
血
詩
人
バ
イ
ロ
ン
卿
は
、
誕
生
が
一
七
八
八
年
で
、
逝
去
が
一
八
二
四
年
だ
か
ら
、
コ
ゥ
ル

リ
ッ
ジ
同
様
、
一
八
三
五
年
の
ハ
レ
ー
彗
星
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
反
し
て
、
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
は
欧
州
全
土
を
席
巻
し
た
奈
翁
の
活
躍
す
る
『
フ
ラ

ン
ス
革
命
史
』
の
著
述
で
有
名
で
あ
る
が
、
一
七
九
五
年
の
生
れ
で
一
八
八
二
年
ま
で
生
存
し
た

の
で
、
一
八
三
五
年
ハ
レ
ー
彗
星
が
地
上
か
ら
見
る
こ
と
の
出
来
た
と
き
は
彼
は
四
〇
歳
と
い
う
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働
き
盛
り
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
十
九
世
紀
の
桂
冠
詩
人
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ
ス
ン
は
一
八
〇
九
年
に
生
れ
て
、
同
九

二
年
に
残
し
て
い
る
の
で
、
三
五
年
の
ハ
レ
ー
彗
星
は
見
る
こ
と
が
出
来
た
筈
だ
。
彼
は
二
十
六

歳
に
な
っ
て
い
た
か
ら
。

　
テ
ニ
ス
ン
と
同
年
生
れ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
一
八
八
二
年
ま
で
生
存
し
た
の
で
、

二
十
六
歳
の
と
き
ハ
レ
ー
彗
星
が
見
れ
た
筈
だ
。
彼
は
博
物
学
者
で
進
化
論
者
だ
っ
た
か
ら
ハ
レ

ー
彗
星
の
七
十
六
年
の
周
期
位
は
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
ジ
ョ
ン
・
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ミ
ル
は
テ
ニ
ス
ン
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
よ
り
も
三
つ
年
上
で
、
一
八
三

五
年
の
ハ
レ
ー
彗
星
は
二
十
九
歳
の
と
き
見
た
で
あ
ろ
う
。

　
『
二
都
物
語
』
の
作
者
と
し
て
有
名
な
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
や
テ
ニ
ス
ン
と
対
照
的
な

詩
人
と
し
て
イ
タ
リ
ー
を
第
二
の
郷
里
と
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
と
同

年
の
生
れ
で
、
共
に
二
十
三
歳
の
と
き
に
こ
の
髪
の
長
い
空
飛
ぶ
魔
女
を
見
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
米
国
か
ら
帰
化
し
た
小
説
家
ヘ
ン
リ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
一
八
四
三
年
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
一
九

一
〇
年
に
現
わ
れ
た
ハ
レ
ー
彗
星
は
彼
が
六
十
七
歳
の
と
き
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
筈
で
あ
る
。
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若
し
病
気
で
な
か
っ
た
と
し
た
ら
。
彼
は
一
九
一
六
年
に
永
眠
し
た
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
れ
の
文
学
者
、
禅
僧
的
な
社
会
主
義
者
と
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
偽
善

的
な
モ
ラ
ル
を
排
し
た
、
見
る
お
芝
居
よ
り
も
考
え
る
演
劇
を
主
張
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー

ド
・
シ
ョ
ウ
は
一
八
五
六
年
に
生
ま
れ
一
九
五
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
彼
が
一
九
一
〇
年
の

ハ
レ
ー
彗
星
を
見
た
の
は
五
十
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
シ
ョ
ウ
よ
り
十
一
歳
若
か
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ウ
ル
ド
ワ
ー
ジ
ー
は
前
記
彗
星
を
見
た
で
あ

ろ
う
一
九
一
〇
年
は
彼
の
四
十
三
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

　
評
論
家
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ェ
ル
ズ
が
前
記
の
彗
星
を
見
た
の
は
彼
の
四
十
四
歳

の
と
き
だ
っ
た
。
、

　
以
上
の
記
述
は
勿
論
確
証
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
沙
翁
作
『
ジ
ュ
ー
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
第
二
幕
第
二
場
で
、
シ
ー
ザ
ー
と
妻
キ
ャ
ル
パ
ー
ニ

ア
と
の
対
話
で
次
の
よ
う
な
科
白
の
や
り
と
り
が
あ
る
。
　
（
福
田
憧
存
訳
）

　
キ
ャ
ル
パ
ー
ニ
ァ
「
非
人
が
死
ぬ
ま
え
に
、
彗
星
が
現
わ
れ
な
ど
い
た
し
ま
せ
ぬ
。
天
は
王
侯

の
死
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
烙
を
吐
く
の
で
す
」
。
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シ
ー
ザ
ー
「
臆
病
者
は
現
実
の
死
を
迎
え
る
ま
で
に
何
度
で
も
死
ぬ
も
の
だ
。
勇
者
に
と
っ
て
内

死
の
経
験
は
た
だ
一
度
し
か
な
い
。
世
の
不
思
議
は
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
き
た
お
れ
だ
が
、
何
が
解

ら
な
い
と
い
っ
て
、
人
が
死
を
恐
れ
る
気
持
く
ら
い
解
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。
死
は
、
い
わ
ば
必
然

の
終
結
、
来
る
と
き
に
は
か
な
ら
ず
来
る
。
そ
れ
を
知
ら
ぬ
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
に
」
。

　
こ
の
キ
ャ
ル
パ
ー
ニ
ア
の
科
白
で
「
彗
星
が
現
れ
な
ど
い
た
し
ま
せ
ぬ
」
と
あ
る
の
は
、
彗
星

の
現
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
タ
ロ
メ
リ
ン
の
研
究
に
よ
る
と
、
西
暦
一
〇
六
六
年
は
英
国
史
上
特
筆
す
べ
き
年
で
あ
る
。

　
　
　
　
『
ヘ
ン
リ
四
世
』
第
一
部
第
三
幕
第
二
場

王
　
あ
あ
神
よ
、
ど
う
か
御
勘
弁
下
さ
れ
ま
す
よ
う
！
ー
だ
が
、
一
体
、
ど
う
し
た
と
い
う
の

　
だ
」
　
ハ
ー
リ
i
！
　
先
祖
代
々
曽
て
例
の
な
い
奇
怪
な
方
角
へ
ば
か
り
心
を
飛
ば
す
と
い
う

　
分
は
？
　
議
会
に
於
け
る
職
権
を
も
お
前
は
彼
の
粗
暴
な
一
挙
の
為
に
失
っ
て
、
今
は
弟
（
タ

　
ラ
レ
ン
ス
公
）
が
お
前
に
代
っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
王
族
も
、
廷
臣
も
お
前
と
は
交
際
し

　
な
い
。
誰
も
お
前
の
将
来
に
は
絶
望
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
人
と
し
て
、
も
う
お
前
は
駄
目
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わ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
む

だ
と
思
っ
て
い
な
い
者
は
な
い
。
思
う
に
、
予
と
し
て
も
、
若
し
妄
に
民
衆
に
接
触
し
て
面
を

見
知
ら
れ
、
平
凡
な
、
安
価
な
者
と
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
輿
論
が
予
に
王
冠
を
戴
か
せ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
と

な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
も
あ
ろ
う
、
彼
等
は
依
然
と
し
て
故
の
王
冠
の
持
主
に
忠
勤
を
尽
く
し
、

予
は
何
等
の
名
声
も
、
位
も
な
く
、
出
世
し
そ
う
に
な
い
男
と
し
て
、
外
国
に
放
浪
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ

で
も
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
稀
に
し
か
顔
を
見
せ
な
か
っ
た
の
で
、
動
け
ば
則
ち
彗
星
の
如
く
、

　
　
　
お
ど
ろ
な
が
　
　
む
か
あ

世
人
が
骸
い
て
詠
め
て
、
其
子
供
ら
に
対
っ
て
「
彼
れ
が
其
人
だ
」
と
言
っ
た
。
或
い
は
、

「
え
、
ど
こ
に
、
ど
れ
が
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
だ
？
」
な
ど
と
叫
ん
だ
。
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『
ヘ
ン
リ
六
世
』
第
一
幕
第
一
場

ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
公
爵
（
慨
然
と
天
を
仰
い
で
）
あ
あ
、
天
に
黒
布
を
懸
け
て
、
白
昼
を
暗
夜

　
と
せ
い
！
　
汝
、
時
局
の
変
を
知
ら
す
る
彗
星
よ
、
汝
の
燦
く
縮
れ
髪
を
振
乱
し
て
、
王
ヘ
ン

　
リ
の
死
を
早
め
る
こ
と
に
携
わ
り
お
っ
た
悪
逆
な
星
ど
も
を
答
打
っ
て
く
れ
い
！
　
名
が
余
り

高
か
っ
た
た
め
に
、
命
の
短
か
か
っ
た
ヘ
ン
リ
五
世
王
！
　
あ
あ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
未
だ
曽

　
て
彼
の
如
く
偉
大
な
王
を
亡
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。



　
　
　
　
『
ヘ
ン
リ
六
世
』
第
三
幕
第
二
場

　
　
　
　
　
　
ド
ヨ
フ
イ
ン

チ
ャ
ー
ル
ズ
、
仏
世
子
、
後
に
フ
ラ
ン
ス
王
　
あ
あ
、
ど
う
か
其
火
が
復
讐
の
彗
星
の
よ
う
に
輝

　
　
　
　
　
　
こ
と
ご
と

　
い
て
、
敵
が
悉
く
滅
亡
す
る
前
兆
と
な
っ
て
く
れ
。

　
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
関
係
の
深
い
米
蘇
の
二
大
文
豪
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
ェ
イ
ン
と
ト
ル
ス
ト
イ
に
つ

い
て
、
一
寸
補
足
す
る
と
、
前
者
は
、
　
『
王
子
と
乞
食
』
や
『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
』
等
で

わ
が
国
の
少
年
少
女
に
喜
ば
れ
た
作
家
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
当
時
の
わ
が
思
想
界
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
特
に
、
白
樺
派
の
有
島
武
郎
や
、
　
『
自
然
と
人
生
』
と
い
う
随
筆
や
、
映
画
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
と
ぎ
す

れ
て
、
当
時
の
善
男
善
女
の
紅
涙
を
絞
っ
た
大
衆
小
説
『
不
如
帰
』
等
で
有
名
な
徳
富
薦
花
達
と

も
交
遊
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
、
わ
が
新
劇
の
「
沢
正
」
こ
と
沢
田
正
二
郎
と
松
井
須
磨
子

所
演
の
御
馴
染
み
『
復
活
』
と
い
う
芝
居
で
須
磨
子
が
歌
っ
た
例
の
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」
の
歌
が
、

わ
が
国
の
津
々
浦
々
ま
で
流
れ
た
こ
と
は
御
存
知
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
両
文
豪
の
略
歴
を
御
参
考
ま
で
に
記
す
と
ー
－
－
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ト
ル
ス
ト
イ
伯
（
一
八
二
八
ー
1
一
九
一
〇
）

　
ロ
シ
ア
の
文
豪
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
は
、
ピ
ー
タ
ー
大
帝
の
と
き
に
貴
族
と
な
っ
た
由
緒
あ
る

家
柄
の
出
で
、
ツ
ー
ラ
州
の
ヤ
ス
ナ
ヤ
・
ポ
リ
ャ
ー
ナ
で
生
れ
た
。

　
彼
は
幼
い
頃
、
母
を
失
い
、
ま
た
、
八
歳
の
と
き
父
と
死
別
し
た
。

　
一
八
四
三
年
カ
ザ
ン
大
学
に
入
学
し
た
が
、
タ
ラ
ス
の
軽
薄
な
金
持
の
息
子
達
の
生
活
態
度
に

憤
慨
し
て
中
退
。

　
一
八
五
一
年
コ
ー
カ
サ
ス
ヘ
行
き
、
軍
籍
に
身
を
投
じ
、
陸
軍
将
校
と
な
り
、
一
八
六
三
年
に

出
版
し
た
小
説
が
『
コ
サ
ッ
タ
』
で
あ
る
。
彼
が
出
版
し
た
初
期
の
作
品
は
、
主
と
し
て
少
年
時

代
の
自
伝
で
あ
る
が
、
当
時
か
ら
そ
の
文
学
的
才
能
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
八
五
四
年
に
出
た

『
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
物
語
』
は
彼
が
従
軍
し
た
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
に
つ
い
て
の
個
人
的
印
象
に
基
く

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
　
『
戦
争
と
平
和
」
と
い
う
傑
作
の
予
備
的
作
品
で
あ
っ
た
。

　
聖
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
数
年
を
暮
し
、
二
回
の
外
国
旅
行
の
後
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
行
政
長
官
と
し

て
自
分
の
領
地
に
落
付
き
、
農
民
救
助
の
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
一
八
六
一
年
か
ら
同
六
二
年
の

間
に
、
ヤ
ス
ナ
ヤ
・
ポ
リ
ャ
ー
ナ
で
農
民
の
子
供
達
の
た
め
に
学
校
を
経
営
し
、
教
育
評
論
を
出
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版
し
た
り
し
た
。

　
一
八
六
二
年
彼
は
結
婚
し
た
。
こ
れ
は
彼
の
生
活
と
仕
事
の
第
一
期
に
お
け
る
終
末
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
農
民
に
対
す
る
酷
し
い
義
務
観
念
へ
の
内
面
的
進
歩
の
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
の
優
れ
た
短

篇
物
の
中
に
は
こ
の
期
に
属
す
る
も
の
が
多
い
。

　
一
八
六
五
年
か
ら
六
七
年
に
亘
っ
て
書
か
れ
た
『
戦
争
と
平
和
』
と
、
一
八
七
五
年
か
ら
七
六

年
の
間
に
書
か
れ
た
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
二
大
小
説
で
、
第
二
期
の
所

産
で
あ
る
。
前
者
は
奈
翁
戦
争
を
描
い
た
最
高
の
芸
術
作
品
で
、
ロ
シ
ア
の
内
面
史
を
記
し
た
叙

事
詩
で
、
ロ
シ
ア
国
民
の
心
理
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。

　
後
者
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
生
活
が
第
三
期
に
移
行
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
個
人
の
情
熱

が
き
び
し
い
内
面
的
義
務
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。
女
主
人
公
の
運
命
は
、
外
面
的
事
件
よ
り
も
内

面
的
な
勢
力
と
衝
突
す
る
結
果
で
あ
る
。

　
こ
の
小
説
の
本
質
は
、
内
面
的
義
務
の
意
識
を
奪
わ
れ
た
生
活
に
対
す
る
熱
烈
な
反
抗
で
あ
る
。

　
ト
ル
ス
ト
イ
の
内
面
的
危
機
は
一
八
八
一
年
に
な
っ
て
到
来
し
た
。
彼
は
一
時
内
面
的
絶
望
に

陥
入
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
の
お
教
え
に
平
和
を
見
出
し
、
「
神
の
王
国
は
汝
の
内
に
あ
り
」
、
即
ち
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「
神
は
愛
な
り
」
そ
し
て
人
生
の
意
義
は
、
愛
の
原
理
に
適
合
す
る
こ
と
だ
と
い
う
彼
の
新
し
い

信
仰
の
根
本
的
原
理
を
展
開
し
た
。

　
彼
の
道
徳
的
で
宗
教
的
教
義
を
含
む
主
な
作
品
は
『
我
が
告
白
』
、
　
『
人
生
論
』
、
　
『
私
の
信
ず

る
も
の
』
、
　
『
神
の
王
国
は
汝
の
内
に
あ
り
』
、
　
『
四
福
音
書
』
等
。

　
ト
ル
ス
ト
イ
は
自
分
の
教
義
に
自
己
の
生
活
を
殆
ん
ど
合
致
さ
せ
、
そ
れ
を
簡
素
化
し
て
、
農

民
の
生
活
に
調
和
さ
せ
た
。
彼
は
最
後
に
自
分
の
安
楽
な
家
庭
を
捨
て
、
農
民
の
間
に
隠
れ
、
一

九
一
〇
年
十
月
二
十
八
日
旅
立
っ
た
が
、
病
に
弊
れ
、
十
一
月
七
目
、
駅
で
死
去
し
た
。
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マ
ー
グ
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
（
一
八
三
五
－
一
九
一
〇
）

　
マ
ー
タ
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
は
ク
レ
メ
ン
ス
の
雅
号
で
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
通
い
の
汽
船
が
、
水
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
ひ
ろ

を
測
る
と
き
使
用
し
た
二
尋
の
意
，
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
以
前
老
齢
の
水
先
案
内
人
が
使
っ
た
も
の

だ
。
彼
の
名
は
ア
イ
ザ
イ
ア
・
セ
ラ
ー
と
言
い
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
・
ピ
カ
ユ
ー
ン
紙
に
寄

稿
し
た
お
お
げ
さ
な
記
事
に
署
名
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ラ
ン
グ
ホ
ー
ン
・
タ
レ
メ
ン
ス
は
ミ
ズ
リ
ー
州
、
フ
ロ
リ
ダ
に
生
れ
、



開
拓
者
精
神
の
旺
盛
な
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
人
の
息
子
で
あ
っ
た
。

　
『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
』
と
か
『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
・
フ
ィ
ン
の
冒
険
』
は
、
父
の
感
化
を
受

け
て
育
っ
た
青
少
年
時
代
の
思
い
出
で
あ
る
。
ま
た
一
八
五
六
年
南
米
で
儲
け
口
を
捜
そ
う
と
し

た
が
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
i
河
で
蒸
汽
船
の
水
先
案
内
人
に
な
る
こ
と
を
選
ん
で
、
南
米
行
を
断
念
し

た
。
彼
は
こ
の
仕
事
が
自
分
の
生
涯
中
、
最
も
重
要
な
鍛
練
の
場
だ
と
考
え
た
。

　
独
立
戦
争
が
始
ま
る
と
、
こ
の
河
の
汽
船
が
航
行
を
中
止
し
た
た
め
、
彼
は
短
期
間
南
軍
に
お

い
て
軍
事
訓
練
を
受
け
た
後
、
兄
と
共
に
ネ
ヴ
ァ
ダ
ヘ
行
っ
た
。
こ
の
間
の
苦
労
や
、
そ
の
後
、

西
部
へ
の
旅
や
、
鉱
夫
と
し
て
働
い
た
り
、
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
経
験
し
た
冒
険
談

を
記
し
て
い
る
。

　
プ
八
六
二
年
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
市
民
新
聞
社
員
と
な
り
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
筆
名
を
以
て

開
拓
者
の
伝
統
で
あ
る
譜
誰
的
雑
文
を
書
き
始
め
た
。
彼
の
作
品
を
激
励
し
て
く
れ
る
人
々
に
出

逢
う
機
会
が
出
来
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
と
協
同
し
て
あ
の
有
名
な

『
カ
ラ
ヴ
ェ
ラ
ス
の
飛
び
蛙
』
　
（
一
八
六
五
年
）
を
書
い
た
。
こ
れ
で
忽
ち
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
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彼
は
東
部
へ
の
講
演
旅
行
、
地
中
海
や
聖
地
へ
の
旅
行
記
を
も
っ
て
主
要
作
家
と
し
て
の
地
位

を
確
保
し
、
古
典
や
古
風
な
も
の
に
対
し
て
米
国
人
特
有
な
見
解
を
表
示
し
た
。
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＠
十
字
軍
と
リ
チ
ャ
ー
ド
『
世

　
凡
そ
宗
教
戦
争
ほ
ど
惨
忍
な
も
の
は
な
い
。
聖
地
回
復
と
称
し
て
企
て
ら
れ
た
十
字
軍
の
如
き

は
、
露
骨
な
感
情
の
衝
突
で
あ
り
、
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
ぬ
暴
挙
で
あ
っ
た
。

　
英
仏
聯
合
の
十
字
軍
も
、
そ
の
代
表
た
る
指
導
者
の
性
格
の
不
一
致
が
作
戦
行
動
の
失
敗
を
招

き
、
結
局
、
徒
労
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
王
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
は
、
蛮
勇
を
以
て
聞
え
た
英
雄
で
は
あ
っ
た
が
、
円
満

な
る
解
決
に
導
く
思
慮
あ
る
政
治
家
の
素
質
に
欠
け
て
い
た
。

　
　
　
ユ
ダ
ヤ

　
彼
が
猶
太
人
を
憎
み
、
虐
待
し
た
こ
と
は
有
名
だ
っ
た
。
そ
の
憎
悪
が
こ
の
聖
戦
の
火
に
油
を

注
い
だ
と
も
云
え
る
。

　
リ
チ
ャ
ー
ド
が
こ
の
聖
戦
を
理
由
に
、
四
年
間
も
祖
国
を
留
守
に
し
て
政
務
を
怠
っ
た
こ
と
は

全
く
狂
気
の
沙
汰
だ
と
い
う
非
難
は
免
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
は
冒
険
好
き
、
単
な
る
荒
武

者
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
点
で
は
、
父
ヘ
ン
リ
ニ
世
と
は
大
違
い
だ
っ
た
。

　
J
・
R
・
グ
リ
ー
ン
の
『
英
国
民
小
史
』
の
中
で
、
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
に
対
す
る
批
評
は
極
め

て
酷
し
い
。
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チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
『
子
供
の
た
め
の
英
国
史
』
の
中
で
、
リ
チ
ャ
ー
ド
の
猶
太
人

迫
害
の
話
が
屡
々
出
て
来
る
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
一
流
の
多
少
誇
張
し
た
表
現
で
も
あ
ろ
う
が
、
割
引

し
て
も
暴
挙
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。

　
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
、
多
数
の
猶
太
人
が
、
自
分
達
の
妻
子
が
眼
の
前
で
殺
さ
れ
た
後
、
そ
の
土

地
の
城
主
の
留
守
に
、
そ
の
城
内
に
逃
げ
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
城
主
が
立
ち
戻
っ
て
、
入
城
を
も

と
め
た
と
こ
ろ
、
猶
太
人
達
は
、
　
「
も
し
一
寸
で
も
門
を
開
い
た
ら
、
直
ぐ
暴
民
が
な
だ
れ
込
ん

で
来
て
、
私
達
を
殺
す
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
兎
に
角
、
こ
の
城
主
と
の
対
話
か
ら
、
如
何
に
、
当
時
猶
太
人
が
迫
害
さ
れ
て
い
た
か
が
想
像

さ
れ
、
前
記
の
如
く
、
リ
チ
ャ
ー
ド
は
、
こ
の
聖
戦
の
結
末
を
サ
ラ
セ
ン
王
と
一
応
は
纒
め
た
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
通
過
し
て
帰
国
の
途
次
、
捕
え
ら
れ
、
ド
イ
ッ
の
城
に
幽
閉
さ
れ
、
多
額
の
賠

償
金
を
支
払
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
け
れ
ど
、
そ
の
後
、
あ
る
地
区
の
反
乱
軍
鎮
定
の
た
め
に
遠
征
し
た
際
、
流
れ
矢
に
当
っ
て
落

命
し
た
。
全
く
数
奇
な
運
命
の
王
様
だ
っ
た
。
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の
　
百
年
戦
争
と
ジ
ャ
ン
・
ダ
ー
ク

　
百
年
戦
争
は
、
英
仏
の
百
年
に
亘
る
紛
争
で
、
西
暦
一
三
三
八
年
か
ら
一
四
五
三
年
ま
で
続
い

た
。　

英
国
で
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
か
ら
ヘ
ン
リ
六
世
の
御
代
に
ま
で
及
ぶ
長
期
の
戦
乱
で
、
シ
ェ

ー
ク
ス
ピ
ア
の
国
史
劇
（
ク
ロ
ニ
ク
ル
・
プ
レ
イ
）
で
は
、
ア
ジ
ン
コ
ー
ト
に
お
い
て
輝
し
い
戦

勝
を
博
し
た
英
雄
ヘ
ン
リ
五
世
の
活
躍
と
、
　
『
ヘ
ン
リ
六
世
』
で
は
、
敵
な
が
ら
天
晴
れ
な
活
躍

を
し
た
ジ
ャ
ン
・
ダ
ー
ク
の
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。

　
名
君
ヘ
ン
リ
五
世
が
夜
問
、
単
身
、
戦
線
を
巡
視
し
て
、
将
士
の
た
め
に
そ
の
無
事
を
祈
る
黙

禧
の
場
面
は
正
に
圧
巻
で
あ
る
。

　
『
ヘ
ン
リ
六
世
』
に
お
い
て
は
、
女
性
の
身
を
以
て
英
将
タ
ル
ボ
ッ
ト
父
子
と
の
挑
戦
振
り
は
、

こ
の
芝
居
で
の
見
所
で
あ
ろ
う
。

　
筆
者
は
一
九
二
四
年
（
関
東
大
震
災
の
翌
年
）
の
秋
に
、
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
の
サ
マ
ー
・
エ
キ

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
夏
季
講
座
）
を
終
っ
て
、
英
国
に
渡
り
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
音
声
学
の
勉
強
を

始
め
た
頃
、
G
・
B
・
S
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
）
の
　
．
．
ω
ρ
ざ
き
、
、
（
セ
ン
ト
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．
ジ
ョ
ー
ン
）
を
観
劇
し
た
時
に
、
こ
の
芝
居
が
已
に
六
ヵ
月
以
上
の
長
期
に
亘
っ
て
、
尚
大
入

り
満
員
を
続
け
て
い
る
盛
況
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
。

　
元
来
、
ジ
ャ
ン
・
ダ
ー
タ
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
と
し
て
知
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
救
世

主
と
し
て
聖
列
に
加
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　
そ
の
彼
女
が
、
シ
ェ
ー
タ
ス
ピ
ア
の
『
ヘ
ン
リ
六
世
』
で
は
、
憎
む
べ
き
小
鬼
か
魔
女
の
如
く

嫌
わ
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
シ
ョ
ウ
の
作
で
は
、
最
後
に
敵
軍
の
手
に
渡
さ
れ
、
極
刑
に
処
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
処
刑
に
至
る
ま
で
の
裁
判
が
延
々
と
続
く
間
に
、
シ
ョ
ウ
一
流
の
宗
教

論
が
展
開
さ
れ
、
見
る
芝
居
と
い
う
よ
り
も
聴
く
芝
居
、
そ
し
て
考
え
る
芝
居
に
な
っ
て
い
る
。

　
彼
の
近
代
劇
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
単
に
眼
に
訴
え
る
勧
善
懲
悪
劇
か
ら
脱
皮
し
て
、
頭

脳
を
働
か
せ
る
思
想
劇
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
坪
内
道
遙
訳
『
ヘ
ン
リ
六
世
』
第
一
部
の
緒
言

　
　
処
女
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
タ

　
彼
女
が
突
如
と
し
て
出
現
し
、
直
ち
に
挙
げ
ら
れ
て
フ
ラ
ン
ス
軍
の
将
帥
と
な
り
、
忽
ち
の
う

ち
に
オ
ル
レ
ヤ
ン
の
攻
囲
を
解
き
、
フ
ラ
ン
ス
方
の
頽
運
を
翰
回
す
る
に
至
っ
た
奇
蹟
的
史
実
は
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広
く
知
ら
れ
て
い
る
事
で
も
あ
り
、
其
幾
分
か
の
面
影
は
、
当
時
の
僻
見
で
歪
め
ら
れ
て
は
あ
る

が
、
本
劇
中
に
も
映
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
紫
説
を
省
く
。
斯
く
て
オ
ル
レ
ヤ
ン
攻
囲
の
失
敗
以

来
、
イ
ギ
リ
ス
方
は
連
戦
連
敗
し
て
、
其
勢
力
年
と
共
に
萎
靡
し
、
一
四
三
五
年
に
摂
政
ベ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
が
死
ん
だ
後
は
、
大
陸
即
ち
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
領
は
相
次
い
で
フ
ラ
ン
ス

軍
の
為
に
侵
略
さ
れ
た
。
其
結
果
、
一
四
四
四
年
に
二
年
間
の
休
戦
条
約
が
締
結
さ
れ
、
其
翌
年

に
は
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
ル
ネ
ー
（
本
劇
の
レ
ー
ニ
エ
ー
）
の
女
マ
ル
ゲ
リ
ー
ト
（
本
劇
の
ア
ン
ジ
ュ

ー
公
主
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
）
が
迎
え
ら
れ
て
ヘ
ン
リ
六
世
の
妃
と
な
っ
た
（
時
に
齢
十
七
歳
）
。
精
桿

な
、
覇
気
に
富
ん
だ
、
男
勝
り
の
婦
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
本
劇
中
に
写
さ
れ
た
如
く
で
、

初
め
は
サ
ッ
フ
ォ
ー
ク
公
、
後
に
は
サ
マ
セ
ッ
ト
公
と
結
託
し
て
、
柔
弱
な
王
を
左
右
し
、
専
ら

フ
ラ
ン
ス
の
為
に
有
利
な
政
策
を
行
わ
し
め
な
ど
し
て
、
さ
ら
ぬ
だ
に
ヨ
ー
タ
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

両
王
党
の
根
深
い
争
因
の
伏
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
更
に
反
党
争
の
種
子
を
蒔
い
た
。

　
要
す
る
に
、
此
第
一
部
に
叙
写
さ
れ
て
あ
る
一
切
は
、
い
わ
ば
、
本
劇
の
序
曲
即
ち
発
端
た
る

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
正
史
通
り
で
は
な
い
が
、
流
石
に
此
一
篇
の
う
ち
に
英
国
史
上

に
「
紅
白
薔
薇
戦
争
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
永
年
期
に
至
っ
た
大
内
乱
の
予
兆
だ
の
、
ラ
ン
カ
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ス
タ
ー
系
統
衰
亡
の
由
来
だ
の
、
大
貴
族
ら
の
践
雇
、
確
執
、
就
中
、
王
の
近
親
た
り
補
弼
た
る

輩
ま
で
が
、
偏
に
私
心
を
専
ら
に
し
て
相
軋
礫
す
る
有
様
を
巧
み
に
緊
縮
し
描
写
し
得
て
い
る
点

は
、
第
一
部
の
興
味
で
も
あ
り
価
値
で
も
あ
る
。
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囚
　
薔
薇
戦
争
（
噛
四
五
五
～
隔
四
八
五
）

　
英
仏
の
百
年
に
亘
る
大
き
な
紛
争
の
結
果
は
、
英
国
民
が
自
国
政
府
の
弱
体
と
軽
率
さ
に
対
す

る
憤
慨
と
な
っ
て
爆
発
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
が
い

　
サ
フ
ォ
ー
タ
は
、
弾
劾
さ
れ
、
海
を
渡
っ
て
逃
亡
の
途
中
に
殺
さ
れ
、
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
司
教

は
、
ア
ン
ジ
ウ
の
割
譲
交
渉
を
既
に
し
て
い
た
が
、
民
衆
に
捕
え
ら
れ
て
八
ッ
裂
き
に
さ
れ
た
。

　
当
時
製
造
工
業
の
地
区
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
い
た
ケ
ン
ト
州
で
は
、
五
港
（
へ
ー
ス
テ
ィ
ン

グ
ズ
、
ロ
ム
ネ
ー
、
ハ
イ
ス
、
ド
ウ
ヴ
ァ
ー
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
）
の
海
賊
行
為
に
よ
っ
て
、
特

に
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
に
関
係
が
あ
っ
た
た
め
、
自
由
民
や
小
売
商
人
の
人
達
が
憤
慨
し
て
一
揆
を

起
し
、
多
数
の
サ
セ
ッ
ク
ス
の
郷
士
や
紳
士
、
そ
れ
に
二
名
の
大
地
主
、
バ
ト
ル
の
大
修
道
院
長

及
び
リ
ヴ
ス
の
小
修
道
院
長
が
公
然
と
こ
の
企
て
に
賛
成
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
で
可
成
経
験
の
あ
る
軍
人
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ド
が
彼
等
の
長
と
な
り
、
今

や
同
志
二
万
人
を
数
え
る
こ
の
部
隊
は
聖
霊
降
誕
節
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ヘ
向
か
っ
て
行
進
し
た
。

　
ケ
ン
ト
州
の
庶
民
が
王
立
評
議
会
に
提
出
し
た
告
訴
は
、
庶
民
の
実
情
を
知
る
上
に
非
常
に
価

値
が
あ
る
。
異
端
視
さ
れ
た
ウ
ィ
タ
リ
フ
主
義
が
一
掃
さ
れ
た
た
め
、
宗
教
的
改
革
の
要
求
は
さ
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れ
な
か
っ
た
。
旧
来
の
社
会
的
不
満
は
ど
う
や
ら
、
静
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
二
二
八
一
年
に
ケ
ン
ト
州
を
死
物
狂
い
に
蜂
起
さ
せ
た
農
民
の
土
地
保
有
や
農
奴
制
の
問
題
は
、

一
四
五
六
年
の
告
訴
に
は
何
も
出
て
来
な
い
。
そ
の
間
の
七
十
年
間
に
、
農
民
制
度
は
社
会
の
変

化
以
前
に
自
然
消
滅
し
た
。

　
評
議
会
が
告
訴
の
取
り
上
げ
を
拒
否
す
る
と
、
セ
ブ
ン
オ
ー
ク
ス
で
、
王
室
軍
が
ケ
ン
ト
州
民

と
戦
っ
て
敗
れ
た
。
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
占
拠
と
、
国
務
大
臣
中
、
最
も
不
評
判
だ
っ
た
セ
イ
卿

の
処
刑
と
が
重
な
っ
て
、
彼
の
同
僚
達
の
頑
固
な
態
度
が
一
変
し
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
告
訴
は
認

め
ら
れ
、
蜂
起
に
加
わ
っ
た
総
て
の
連
中
が
赦
免
さ
れ
、
暴
徒
達
が
帰
郷
し
た
の
で
、
例
の
ケ
イ

ド
が
再
び
彼
等
に
武
器
を
取
ら
せ
よ
う
と
し
た
が
失
敗
し
、
逮
捕
を
免
れ
ん
と
し
て
、
サ
セ
ッ
ク

ス
州
へ
逃
げ
込
ん
だ
が
、
斬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
革
命
の
首
領
が
死
ん
だ
の
で
、
流
血
の
報

復
が
尚
続
い
た
が
、
例
の
告
訴
は
静
か
に
片
付
け
ら
れ
、
特
に
失
政
の
責
任
者
と
見
な
さ
れ
て
い

た
ソ
マ
セ
ッ
ト
公
が
王
立
評
議
会
の
首
席
に
納
っ
た
。

　
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ガ
ー
ン
ト
の
子
孫
た
る
ソ
マ
セ
ッ
ト
公
ボ
ー
フ
ォ
ー
ト
並
び
に
彼
の
妻
キ
ャ

ザ
リ
ン
・
ス
ウ
イ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
家
（
赤
薔
薇
党
）
の
分
家
代
表
で
、
ヘ
ン
リ
四
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世
が
即
位
し
て
い
る
。
今
や
ヘ
ン
リ
六
世
に
世
継
が
な
い
の
で
王
位
へ
の
望
み
が
出
来
た
。
ヨ
ー

ク
公
（
白
薔
薇
党
）
が
起
上
っ
た
の
は
彼
等
の
意
図
を
察
知
し
た
か
ら
だ
。

　
彼
が
こ
れ
ま
で
督
促
を
控
え
て
い
た
そ
の
他
の
要
求
に
加
え
て
、
ラ
ン
グ
レ
イ
の
エ
ド
マ
ン
ド

の
子
孫
と
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
五
男
を
王
位
の
推
定
相
続
人
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
要
求
し

た
。
彼
の
要
求
が
評
判
が
良
か
っ
た
の
は
、
国
王
の
御
病
気
中
、
こ
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
の
争
い
が
中

断
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。
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